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喀 疾 の 血 清 学 的 研 究

その3抗 肺臓免疫血清並びに抗肺空洞内容物免疫厩清と諸種肺疾愚息

岩魚清 との沈降反応
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著者は先に肺結捜室洞内容物の抗原性について研究 し

て,破 鞭された肺組織曵分自体がその主役をなすことを

報浅① し,次 いで肺鞍覆喀痩中に漁港学的に証明される

物鷺 よ鞍敷に対 して特異性を有せず,主 として破壊され

た脇櫓鰍 紛 翻 一{謁竜ので駒 洞 時に麟 籍粉

もその物質の一部を占めていることを明らかにしa更 に

肺臓組織の破壊が強い程喀湊と抗肺室洞内容物免疫家兎

血満との間の沈降反亡受び補体結合反応は高い鵜性度を

示す ことを報告② した命

以上の事実よむして今山は肺結撲患者錨t清中にも肺臓

組総成分自体乃至その∵{嬢産物が存在するのではないか

と推通 しs吸 収処置俵の抗肺臓梶疫家兎蹟扉野並びに抗肺

察洞南容物冤疫家兎血温を用むてa沈 降反応により呼吸

器系;r種 疾患欝に肺結 管患者血清の反応性を検査してf

いささか知見を得たのでここに報告する"な お乾酪娃物

質成分の流血中に証明されることは諸家によゆ報告され

ているがそか文献の諺紬は拙著④ を参照されたい盤

∬ 実殴幽 並びに実験方法

1実 験材料.

免疫源,免 疫動物及び駆疫i血沿は第一一朕「む で撮得し

1た 通 むである嚇

ii実 験方法

抗肺臓免疫家兎i玄L母1並びに抗肺空洞内容物免疫家兎擶嵐

溝は第一際 と同様な方法で得たものでaそ れぞれ当該抗

原に対 し前者はUl撫 轟 建業h氏沈降素掃海000催 を後者は

1⑪OOO倍 を示 し婁これら免疫血清を健康人血滑並びに肺

結核患者血濤にてそれぞれ吸収せ しめた毛のTす なわち

この免疫血清各々 恥 撒に対して3入 の健康人血渤を混

じた酷のO・ 慧儲 の割合になる如 も 及び3入 の巨大室

洞を有する肺績旗患者漁港を混 じた もの(尼 ¢鳶 の割合

になる如く加え,充 分に反∴吸収せ しめた後遠心 しiそ

の上誌をそれぞれ弥 痴llと して試験に供 した⑪しかして

健康入癬鑑濾及び肺結捜悪者血清は抗衣錦、L溝免疫家兎血清

との間の沈降反応において第1表 に示す如 くい ずれ も

Uhl¢曲uth氏 沈降素悔10∞00倍 迄陽性を示 し抗原性

乃至反応原性において両者に差異は認められなかった。

第1表 抗人血滞免疫家兎血清と健旋人血清及び肺斡

杉患者血1滞との蘭の沈:降反応

病

名

健

腕
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氏 名
年
令
性
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被検患者甑 跨は早刺空腹時を選んで肘静脈より血液5

Cを 採取しa轍覇 を分離 し,こ れを生理的食塩水で2倍,

4{qs8倍 と倍数稀釈して抗髭延滞に珊鰹した¢洗熊しご応

の実施及び判定は前園報 告①1と 全く同様にした轟

∬ 案 験 成 績

i健 康人血溝と吸収処置後の抗肺臓免疫家兎が焦溝との

聞における沈降反応

この実験成績は脇2表 に示す如 く健康人血 ∴で吸収せ

しめた抗肺臓免疫家兎血清(以 後吸収抗肺繁1免 疫漁溝

と略説す)を 使離 した場合は2◎例中2倍 陽慢i2例 を除い

て全て陰性であるが肇肺結核患者血清で吸収処罐後の抗

肺臓免疫家兎頚t浩(以後吸収抗肺第2免 疫血清 と略説す〉

を用いた場合の沈降反応:は金側除牲であった鞭
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髄健康人血清と吸収処置後の抗肺室洞内容物免疫家

兎血清との閥における沈降反応 ・

この成績も第2表 に示す如く健康人血清及び肺結核患

者血清で吸収処置後の抗肺察洞内容物免疫i家兎血清(以

第2表

後吸収抗空洞第1免 疫血清及び吸収抗空洞第2免 疫血清

と略記す)と 健康人血清との聞における沈降反応ほ陽性

を示 したものは1例 もなかった。
..
211肺 結核患者血清と吸収処置後の抗肺臓免疫家兎血

健康人血清と吸収処置後の就肺臓免疫家兎血清並びに抗肺窒洞内容物免疫家兎血清との閲に於ける沈降反応

番 氏

名

陣鐘

年

令

轡 及

び

性

抗肺臓免疫家兎血清と健康人血清

との間の沈降反応

健康人血清にて

吸収 した場合

肺結核患者血清
にて吸収 した場

合

健 康 人 血 清 の 稀 釈 倍 数

2倍團8倍 睡2倍14倍18倍 ・6倍

抗肺空洞内容物免疫家兎血清と健

康人血清との間の沈降反応

健康人血清にて

吸収 した場合

肺結核患者血清
にて吸収 した場

合

健 康 人 血 清 の 稀 釈 倍 数

2倍4倍18倍1・6帥 倍{矧8紳6倍
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,漕 との間における沈降反応〉 ン.

肺結核患者50'例 の沈降反応誠 績は表の関係上全例掲

載できぬのでその一部を示せばs第3表 に示す如 くであ

る。吸収抗肺第1免 疫血清を使用 した場合には全然反応

を示さぬものII例(22%),2倍 陽牲20例(40%)4

箔陽性9例(18%),8倍 陽性10例(20%)で あ るが,吸

収抗姉弟2免 疫血清を用いた場合には2倍 陽性20例 申

陰性化 したもの13例,木 変7例 となり,4倍 陽性9例

申陰性化 したもの3例 ジ2倍 陽性5例,不 変1例 で あダ

り,8倍 陽性10例 中陰性化1例,2倍 陽性6例,4倍

陽性3例 とな り不変はなかったOす なわち駁収抗肺第2

免疫血清使用の場合は反応度の減弱を認めた。

iv肺 結核患者血清と吸収処置後の抗肺空洞内容物免

疫家兎血清との間における沈降反応

、 一一一19・ 一 一一
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上記50例 の患者について施行 した成績は表の関係上

全例掲載できぬのでその一部を示ぜば,第3表 に示ず如

くであり,吸 収抗空洞第1免 疫血清使用の場合は反応を

示さぬもの6微12%),2倍 陽性6例(12%),4倍 陽

性11例(22%),8倍 陽性12例(24%),16倍 陽性工3

例(26%),32倍 陽性2例(4%)で あつた。吸収抗空

洞第2免 疫血清を用いた場合には2倍 陽性6例 中陰性化

5例,不 変1例,4倍 陽性11例 中陰性化7例,2倍 陽

性4例,8倍 陽性12例 申陰性化3例,2倍 陽性4例,

4倍 陽性3例,不 変2例,16倍 陽性13例 中陰性化1例,

2倍 陽性5例,4借 陽性6例,8倍 陽性1例 となり,32

倍陽性を示 した2例 はいずれ も8借 陽性 となり明らかに

陽性度の減弱を認めた。

▽枕 降反応陽性度(吸 収抗肺第1免 疫血清使用)と 臨

床的諸塗索成績との関係(第3表 及び第4表)

① 沈降反応陽性度 と・一般状態とり関係

一般状態の良好と思われるものは反応陽性度も弱い例

が多 く,重 症者では陽性度 も強 くなる傾向が見られ る

(第4表A)。

② 沈降反応陽性度と赤血球沈降速度との関係

赤血球沈降速度は沈降反応実施の前後少なくとも一週

聞以内に測定し,判 定には1時 間値を採つた。赤沈10

粍以下では2倍 陽性5名,4倍 以 上陽性零であるが,51

粍以上では2倍 陽性7例,4倍 陽性4例,8倍 陽性8例

を数えた。沈降反応陰性例は51粍 以上のものにはない

が10粍 以下のものに比 し21～5σ 粍のものが最も多 く

なつていて,陰 性例でも赤沈の促進 しているものがかな

り認姿られるが,結 局沈降反応の高い症例は一般に赤沈

値が高度促進 しているといえる(第4表8)。

③ 沈降反応陽性度と喀褻中結核菌数との関係

洗降反応実施当日患者に早期の喀褻を喀出せ しめその

一部を以つて塗抹染色標本を作り(Ziehl-Gabbet氏 法)

結核菌を検査し菌数をGaffkyで 表わ したところ,喀

痩申結核菌を多 く検出するもの程本沈降反応も強陽性を

示す症例が増す傾向を認めた(第4表C)。

④ 洗降反応陽性度と熱との関係

発熱状態は病竈の悪化に依るものと,単 に一時性のも

の,そ の他の原因によるもの等あつて一概にはいえない

であろうが,表 示の体温は本沈降反応実施の前後3日 問

における最高体温であつて37度 以上を有熱とすると有熱

のものが無熱の症例より強い陽性度を示 した(第4表D)。

⑤ 沈降反応陽性度と 「レ」線上室洞との関係

「レ」線上室洞を認め難いもの,室 淘らしきものを認め

るもの,小 室洞1個 を認めるもの,大 空洞又は小室洞2

個以上を認めるものと区別 して観察すると塞洞の著明な

症例程陽性度が高い(第4表E)。

⑥ 沈降反応陽性度 と水泡音との関係

水泡暑の多少を量的に表わすことはやや困難な6で 単

に水泡雷の聴取できるものとできない ものとに別けて見

る㍉ 水泡音のあるものは無いものに比 して陽性度 も高

い傾向にある(第4表F)o礁

⑦ 洗降反応陽性度と喀痩回数との関係

21回 以上の喀褻喀出するものは陰性例並びに2倍 陽性

例では見当らぬが8倍 陽性では5例 を算 し,喀i屡 回数の

多い症例程灘 級 応 も強 く現れた(第4表G)。

⑧ 沈降反応陽性度と喀痩性状との関係

喀i屡が膿性を増すに従つて陽性例も増加 し,か つ反応

程度 も強 く現れた(第4表 恥 。

第4表 沈降反応陽性度(健 康人血清にて吸収処置後の

抗肺臓免疫血清使用の場合)と 諸検索成績との

関係

A一 般状態 との関係

＼＼沈降反応

＼1陰 性
一般状態

血 清 の 稀 釈 倍 数

軽 症k、鼻6)1(、銑)

2間4副8倍

00

中 等 症{(、翻(羅)(、 翫 封(4㌦)

重 剰0!(24%)(84%)}(、 翫)

-B赤 沈 値 と
の 関係

讃 応陰性

血 清 の .稀 釈 倍 数

・・粍 以 下i(12%)(、 動

2刷4倍18倍

00

・・～2・粍1(6、)(6蕩)
11

(2%)(2%)

2・-5・ 粍1(714%)}(、 翫)1(8転)1(2レ)

5・粍 以 上10
748

(14%)(8%)(16%)

＼ 贋反応
結楯＼

C結 核菌数 との関係

刷 倍18

Gaffky・ 臨)
831

(16%)(6%)(2%)

G・rsl(84%)(21隻)(4㌦)L(8、)

G6-・ ・iO
(42%)(8傷)k、 彪)

D、 熱 との関 係

'＼
沈降反慰

熱 ＼＼ 陰性

血 清 の 稀 釈 倍 数

2副4刷8倍

36・9度以下1(、 る6)i(脇}(6転){(2髭)

37・・tx以上}(48%)(2協(、 タ%){(、 翫)

一21一
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Elレ 」線上空洞との関係

く

沈降反蜘

鐙洞1
離 種 満 の 稀 釈 倍 数

2倍

±

十

3{3

i(6タ6)(6%)

(、翻(ユ 轟6)

(i%)i
(i%11

3-
(6%)

の
9
影α

4瑚8倍

00

21

(4%)(2%)
20

(4%)
59

(10タ6)(工8タ6)

F水 泡音との関係

＼
＼沈降反応

鹿喜＼}雛

十

1血 清 の 稀 釈 倍 数
　　 　 　ア 　 　 　 　　　 　　 　 　 　 　 り 　 　　 　

12鑑4鋼8倍
6

(12%)…

5

に10%)・

1ぐ 、轟6)"whmm
11
(22%)

2

(4%)

7… …

α4%)

1

(2%)
9

(18%)

G喀 湊回数との関係

沈降反応
陰性

喀婆回数

・・回 以 下}(2勤

11-20回

血 溝 贈

2倒
ll5

ぐ30%)

Ol
ぐ、轟の

2・回 以 上lo

の 稀 釈 倍 数

4刷8倍

(・勉 」」壷L

(4㌦)i(42%)
o}

(24%)}α 翫)一

II喀 婆性状との関係

＼＼沈降反応…

と

喀癬 ＼
隣 清陰性
2副
ρ ・稀 釈 倍 数

4倍

フ
～
才 52

(ユo%)ぐ4%〉

o

粘 劇 σ彪)1

膿

膿

粘iべ2諺消

o

8倍

lo
(あ/(42%)i(2㌃)

ぐ1あ 　 (6～の1(6闘

(6勃1ぐ8～ の
6

(ユ2%)

vi非 結核患者血清と吸収処綬後の抗肺臓免疫家 兎血

一清との冊における沈峰反憲

非結捜性呼吸器疾患 として急性気管枝炎,気 管 枝鴨

息,気 管枝拡張症,急 性肺炎及び肺壊疽を選んで患者血

溜と吸収処π後の抗肺臓免疫家兎磁t澄聞の沈降反応を行

つた#こ の成績は第5表 に示す如 くで吸収抗肺第1免 疫

血清を使用 した場合には急性文管枝炎4例 中2倍 陽性1

例》他は陰性であり,気 管枝瑞息3飼 は何れも蔭性気管

枝拡張症5例 は全例湯性で2倍 陽煙2例p4倍 陽性2例

8倍 陽挫1鯛 であるes2擁 の肺嬢痘ではいずれ も4培 陽

性を示 し,急 糧肺炎3例 では全鯛8倍 陽牲を示 したee吸

収抗肺第2免 疫血清を使贋 した場合には急性襲(管枝炎並

びに気管枝鴨息でぽ全例陰性であるが,気 計 支拡張瘡で

は2倍 陽性2例,陰 性化3例 とな り・肺媛疽2例 はいず

れ も2倍 陽性となり,急 性肺炎では・2倍 陽性 瑚 ・4倍

陽性2例 となり肺結核患者血清 にて吸収した抗肺臓免疫

家兎血清を使用 した場会には明らかに反感性の減弱を認

めた◎

vii非 結撲患者磁L清と吸収処置後の抗肺室洞内容物免

疫家兎血漕との闘における沈降反応

上記疾患について行つた沈降反応氏績は第5表 に示す

如 くである。吸収抗察洞第1免 疫血溝を使用 した場合は

急性気管枝炎4例 中4倍 陽性1例 を認めたが他は陰性で

あり,気 管枝喘息3例 は全飼陰性であり・5例 の気管枝

拡張症中8倍 陽性2例,16倍 陽性2例 ド32倍 陽性1

例,肺 壊癒2例 巾8倍 並びに16倍 陽性各々1例 であり,

急性肺炎3例 中16倍 陽性2鯛,32倍 陽挫1例 であつ

たe吸 収抗室洞第2免 疫血清を使用 した場合には急性気

管枝炎4倍 陽性のものが2倍 陽性となり塗気管枝喘息は全

例陰性,気 管枝拡張症の8倍 陽性の2例 は2倍 陽性とな

り,16倍 陽性の2例 は8倍 陽性,32倍 陽性の1劔 は16借

陽性となつたe2鯛 の肺壇疽では4倍 と8倍 陽 性 を示

し,急 性肺炎3例 は4倍 陽性1例,8倍 陽性2鯛 となつ

た。かように肺結核愚者血湾にて吸収 した抗肺室洞内容

物免疫家兎血清を使用 した場合には反応性の減弱を認み

た。

W総 括並びに考按'一

先に著者は喀痩と抗肺臓免疫家兎血清並びに抗肺室洞

内容物免疫家兎血清との周の沈降反応並硲に補体結合反

応を笑施 したが,そ の実験成績に基いて今回は健康人2Q

例,肺 結捜患者δ0例並びに非結核性呼吸器疾患患者17例

の血清と健康人血清並びに肺結核患者血清で吸収処置レ

た抗肺臓免疫家兎清血並びに抗肺空洞内容物免疫家兎血

清 との聞の沈降反応を行つだ◎まず予備実験として両免

疫血清に対 して吸収原として用いた健康人血濡並びに肺

結捜患者血溝の抗原性乃至反応原性について抗入血溝免

疫家兎血清を使用 して沈降反応により検索 し,健 康入』血

清及び肺結捜患者血満 は人血満に対する免疫体の吸収原

としてその抗原性乃到 ∠応原性換冨すれぼ吸収能力にお

いて両者の聞に何等の差異なきことを認めたcよ つて以

上の如 く予め吸収処置を行つた抗肺臓免穫家冤血漕及び

抗肺空洞内容物免疫i血清について対照として健康人血溝

20例 に対する沈降反応を試みたところ,健 康人血渥,を以

つて吸収 した抗肺臓免慶家兎血詔チに対 して僅かに2例2

倍稀釈迄反応 した以外はすべて陰性であつた"次 いで50

例 の肺結捜患者における成績を見ると健康人血清て吸収

した抗肺臓免疫家兎血溝を使用 した場合には陰挫11働

2倍 陽性20例 ・4倍陽性9働8倍 陽性10例 であつたが

肺纏 患舳 漕で吸収処麗 した抗肺臓免疫家勅 澹を使

弔 した場合には前者で陽性成績を得た39働 中27例 が

一一一22-一`
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第5表 非結核性呼吸器疾患患者血清と吸収処置後の抗肺臓免疫家兎1血清並びに抗肺空洞内容物免疫家兎血清との

間における沈降:反応〒 ト' .t

病

名

急

性
気
管
被
災

気
管
枝
喘
息

・気

管

枝

拡

張

症

肺
壊
疸

氏 年

令

及

ぴ

抗肺臓免疫家兎血清と非結核性疾

患患者血清との間の沈降反応

健康人血清にて

吸収 した場合

肺結核患者血清
にて吸収 した場
合

患 者 血 清 稀 釈 倍 数

、名
・'性
,2鰯 倍18倍1・6倍12倍 矧8周 ・6倍

抗肺甕澗内容物免疫家兎血清と非結核性疾患患者

血清との問の沈降反応

健康人血清にて吸収 した
箋

場合

肺結核患者血清にて吸収

した場合

患 者 血 清一 稀 釈 倍 数

2倍瞬8倍1・6融 融 倍2倍4倍18倍1・6倍{3弓細 倍

鞠

二
噸

鞘

嚇噛

一幅

二
三
仲臣
二
」

「

噛
=

二

}

噛
=

+

τ

ご

陶

二

「

「
=

「鴨鞠下土
曙剛哨剛「閣「馴

ユ

「

刷

+
歪

、

「「

τ

」
↓
「

　

鞠丁τ

一

一

剛剛剛

一

!

}一

一1

饗

{23
早
π
亙
36
♂

劉 一 一■ 一トH-H一 ト{一 ト ト1一.H一 ト

/蓼H-H一 トH-H-H∴H一 トH一 ト
-■1讐 卜H一 ト トH一 一「[一 ト ト ートH=

輌一周

一「「

圏+H一 ト ト ト ト ト1+田+■ 一H+H一 ■ 一i一

ii劉+H二 ト ト ト ト ト++1+一 一H+卜 一ト … 一『一
1馴+■ 一■ こ1十 二L上 上上 ■ 一+■ ギ田 一 一

圏{++1-H+H一 一i+1+1+レ+トH+i+ト ■

1到+田+1-1+ト ト ■+国+1+ト …++卜i一

閤+HごH+ト トH+H++1一 「+田+卜 卜 卜

閣+1+H一 【+■ 一ト +・+1+ト ーH+}+H■ 一 ζ

急
性

肺
炎

閣+卜 ト ト+■ 一卜 国++田+一+因+H二{

倒+1+円 周++ト ト+1+i+・+卜H+■ 一

閣+ 十 +H+__+i+H+Ll…+}++一 一

陰性化し,反応度の減弱を認めたもの14例,不 変8例

を算し明らかに反応性の減弱を見たσ同様に吸収処置し

た抗肺察洞内容物免疫家兎血清を使用した場合において

も,肺結核患者血清にて吸収処置 した場合は健康人血漕

にて吸収処置した免疫並L清を使用した場合に比して反応
ち

性の減弱を認めた。唖かつまだ健康人血清にて吸収処置 し
も

た抗肺臓免疫家兎血清を使用した場合の沈降反応陽性度

と臨床的諸検索成績との関係を検討してみると一般状態

窒悪化とともに・赤沈が促進するほど・喀渓中結核菌の

顕著な症例ほど,水泡書の聴取できるものほど,喀疫喀

腐回数の多いものほど喀疲性状の膿性化するものほど,

本沈降反応が強く現れ或る程度これら所見と本反応が平

行するのを認めた◎以上から肺結核患者」血流中に肺組織

成分自体乃至その崩壊産物の存在を考えることができよ
、

う。非結核性呼吸器疾患患者血清についても肺内組織0

破壊の強い急性肺炎,気 管枝拡張症並びに肺壊疸の患者

.血清に沈降反応は強 く現れ,結 核患∵髄h清 にて吸収処置

後の免疫血清を使用した:場合は健康人血清にて吸収処置

した免疫血清を使用 じた場合に比 して反応度の減弱を認

めた。以上の事実よりして喀湊申に証明された肺組織成

'分自体乃至その崩壊物質は流血中に も証明され肺破壊の

強い疾患の血液中により多 く証明されることが窺われる。

V結 論 ♪

①結核患者通氏漕と結核患者血清並びに健康人血清にて

吸収処置 した抗肺臓免疫家兎、血清は沈降反応を呈 し,前

者で吸収処置 した免疫血清を使用 した場合にほ後者で吸

収処置 した免疫血清を用船 た場合に比 し反応性の減弱を
攣認めた

◎

一一 ～23一 一』
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②結捜患者血清と結僕患者血満並びに健康人血清にて

吸収処趨した抗肺室洞内容物免疫家兎血清は沈降反応を

塁 し 前者で吸収した免疫血漕を使堪した場合は後者で

吸収処置したそれに銘 し反応性の減弱を認めた。

③結捜感沓血清と健康人血着で吸収処羅した抗肺臓免

疫家兎血清との間における沈降反応陽性度は一般状慧,

赤沈葱 喀疲中結捜菌,熱,rレ 」線像,水 泡書,喀1屡

回数並びに喀疫性状等とほぼ平行関係にあり,肺組織破

壌が臨度なものほどホ沈降反応も高い陽性度を示す心

④非結撲性呼吸器疾患患者血清と吸収処置した抗肺臓

免疫家蒐血游並びに抗肺空洞内容物免疫家兎血漕とは沈

降!疋応を呈し 肺結捜患者血溝にて吸収した免疫血渚を

使肱 た場合に腱 康人鵬 にて吸収燈 した免疫蜻

を使用した場合に比 して反応性の低下を認め繁肺組織破

竣の高度な疾慰の患者血満ほど沈降反応は高い陽性度を

示した¢

以上の戊績から肺結捜及び非結核性呼吸器疾患でも肺

組織の崩壌の高度な疾患の患者』血湾中には肺組織成分自
　

体乃至その崩媛物質の存在が推測される⇔

欄筆するに当 り恩肺和田教授並びに衛生学教窒大斑教

授の御指遵並びに御校閲を深謝ず◎
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